
 

 

令和４年度 北海道高等学校サッカー選手権大会 ベスト１６ 

体験練習の参加希望は、各チーム顧問からご連絡ください。 

北海道滝川西高等学校 サッカー部 

令和４・５年度 全国高校サッカー選手権大会 北海道予選出場 

高円宮杯Ｕ18 北海道ブロックリーグ道央 ２部所属 

活動場所：滝川河川敷サッカー場、砂川河川敷サッカー場（天然芝） 

６月２８日（土）ブロックリーグ道央２部上位リーグ第８節が千歳市青葉公園サッカー場にて行われました。本校

は２部 A ブロックで３位となり、後期は上位リーグで戦うこととなりました。初戦の相手は２部 B ブロック首位（無

敗）通過した文教大附属高校 2nd です。１部復帰を果たすためには、この１戦に勝利することが必要不可欠でした。 

試合は前半、開始３分でミスから失点してしまいました。しかし、ファウルから得た FK をヘディングで合わせ同

点とすることができました。その後は一進一退の展開となりましたが、早い時間帯で同点に追いついたことが、本校

にとって良い影響を与えました。後半、うまくボールを保持することができない状況でしたが、一瞬の隙を突き裏抜

けから相手 DF と競り合いながらシュートすると、相手 GK のタイミングをうまくずらし逆転に成功しました。その

後、ボールを GK まで下げた相手に対してハイプレスを掛け、ミスを誘い追加点を奪い２点差となりました。後半残

り 20 分は相手の勢いを何とか凌いでいましたが、ペナルティエリア手前でのプレスが弱くなり失点。本校は 11 人

とギリギリの人数での戦いでしたが、最後まで足を動かし勝利することができました。 

幸先の良いスタートを切りましたが、『前日に河川敷サッカー場にスパイクを忘れる、試合があるにも関わらずチ

ームとして作戦盤を忘れる、試合会場での準備の遅さ、アップ会場の確認不足、時間の管理不足』と普段の生活の

【悪い習慣】が試合開始前までに凝縮され行動として表れてしまいました。この試合に向け監督として準備してき

たことがあります、学校にも学祭の準備期間に部活への参加を協力してもらっています。そのような状況下で、今回

の行動を見過ごすわけにはいきませんでした。選手には「今日は負け試合になる。自分たちで何とか挽回しろ」とだ

け伝えました。自分たちの甘さを理解し、他人任せや自主性・主体性のなさを痛感し、この試合をどう進めるのか選

手だけで考えさせました。全員でポジティブな声をかけ、集中力を切らさず、強い気持ちで臨んだことが勝利につな

がったと思います。今回の一件を機に、本当の意味で「選手が変化」することを顧問も期待しています。 

 保護者の皆様には、いつも本校サッカー部への応援ありがとうございます。また、遠方の千歳まで送迎をしていた

だき本当にありがとうございました。チームとしてまだまだ未熟な部分がたくさんありますが、技術、精神面、人間

として成長できるよう指導して参ります。今後ともサッカー部へのご協力、よろしくお願いいたします。 

 

VS 文教大附属高校 2nd 3-2（前 1-1、後 2-1）得点者：2 年,1 年×2 

         

ＶＳ 北照高校 3rd（13:00 kickoff）@芦別市なまこ山球技場 


